
糠
成
人
物
誌
　
其
ゅ
五

戦
後
初
の
県
議
会
で
議
長
を
務
め
た

鷲
“

輩
〓

氏

武
部
毅
吉
氏
は
明
治
十
五
年
七
月
五

日
再
之
Ｔ
ん
２
氏
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
三
十
六
年
早
稲

田
大
学
法
学
部
に
入
学
、
三
十
七
年
法

政
大
学
経
済
学
部
を
修
了
さ
れ
た
あ
と
、
明
治
四
十
年

米
国
に
渡
り
、
新
聞

・
雑
誌
な
ど
の
出
版
経
営
の
か
た

わ
ら
養
鶏
の
技
を
修
め
ら
れ
ま
し
た
。

大
正
六
年
米
国
で
の
十
六
年
間
の
生
活
を
終
え
、
ふ

る
さ
と
頼
成
に
錦
を
飾
ら
れ
ま
し
た
が
、
翌
年
再
び
渡

米
し
、
在
米
中
の
富
山
出
身
の
文
人
翁
久
允
氏
ら
と
親

交
を
深
め
な
が
ら
養
鶏
に
関
す
る
研
鑽
を
積
ま
れ
ま
し

た
。
大
正
八
年
父
再
之
が
逝
去
さ
れ
た
た
め
急
遠
頼
成

に
戻
ら
れ
本
格
的
に
養
鶏
業
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

全
国
に
先
駆
け
て
産
卵
率
の
高
い
白
色
レ
グ
ホ
ン

を
米
国
か
ら
輸
入
す
る
と
共

に
高
度
の
管
理
技
術
を
導
入

し
て
大
養
鶏
場
を
経
営
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
品
種
の
改

良
に
も
努
力
し
全
国
に
優
秀

な
雛
を
頒
布
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
県
の
指
導
も
あ
り

農
家
の
副
業
と
し

て
鶏
の
飼
育
が
急

増
し
ま
し
た
。
折

し
も
第

一
次
世
界

大
戦
後
の
好
況
下

で
鶏
卵
が
値
上
が

り
し
、
養
鶏
は
農

家
の
副
業
と
し
て

重
要
な
地
位
を
占
め
、

く
移
出
さ
れ
ま
し
た
。

毅
吉
氏
は
般
若
地
区
に
お
い
て
は
村
会
議
員
や
村
長

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
六
年
か
ら
は
連
続
四
期

に
わ
た
っ
て
県
議
会
議
員
を
務
め
ら
れ
、
昭
和
二
十
年

に
は
戦
後
の
民
主
主
義
制
度
の
も
と
で
初
め
て
開
か
れ

た
県
議
会
に
お
い
て
議
長
に
就
任
、
戦
後
の
混
乱
を
極

め
る
状
況
の
中
で
県
政
の
運
営
に
重
要
な
役
割
を
果
た

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
昭
和
十
九
年
に
は
富
山
県
食
糧
営
団
理
事

長
に
就
任
さ
れ
、
戦
中

一
戦
後
の
困
難
な
食
糧
事
情
の

中
で
、
国
の
強
制
的
な
米
穀
供
出
要
請
に
も
敢
然
と
立

ち
向
か
う
な
ど
、
県
民
の
食
糧
確
保
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
業
績
の
ほ
か
に
も
、
昭
和
十

三
年
の
大
田
橋

（永
久
橋
）
の
竣
工
、
県
道
出
町
音
川
線

の
開
通
、
合
口
用
水
事
業
な
ど
の
土
木
事
業
に
も
多
大

の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
　

古
老
の
日
伝
に
よ
れ
ば
、

昭
和
初
期
の
こ
ろ
に
起
き
た
水
飢
饉
の
お
り
、
用
水
下

流
の
百
姓
が
取
水
日
の
あ
る
頼
成
地
内
に
大
挙
し
て
押

彗
鐸
鐘
弔
し
寄
せ
た
際
、
手

元
に
あ
っ
た
猟
銃

を
空
に
向
け
て
発

砲
、
そ
れ
に
驚
い

て
押
し
寄
せ
た
百

姓
達
が
皆
退
散
し

た
と
言
い
ま
す
。

後
に
其
の
折
の
い

き
さ
つ
を
毅
吉
氏
に
問
う
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
猟
銃

の
手
入
れ
を
し
て
い
た
ら
誤
っ
て
暴
発
し
た
よ
と
呵
々

大
笑
し
て
お
ら
れ
た
由
。
氏
の
人
と
な
り
を
窺
い
知
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
で
す
。
昭
和
二
十
九
年

一
月
二
十

日
、
七
十
三
年
に
わ
た
る
波
瀾
万
文
の
人
生
を
開
じ
ら

れ
ま
し
た
。
法
名
は
釈
毅
然
。
ま
さ
に
毅
然
と
し
て
生

き
抜
か
れ
た
生
涯
で
し
た
。

（資
料
提
供
　
武
部
啓
子
　
記
事
　
八
日
　
〓０

地
区
内
全
域

の
環
境
美
化
デ

ー
が
行
わ
れ
た

八
月
八
日
、

光
寿
会
役
員
が

般
若
改
善
セ
ン

タ
ー
の
清
掃
美

化
奉
仕
を
行
い

ま
し
た
。
早
朝
午
前
六
時
か
ら
、
男
は
外
国
り
女
は
内

回
り
を
担
当
し
、　
一
時
間
余
り
で
隅
々
ま
で
き
れ
い
に

し
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

富
山
産
の
鶏
卵
は
県
外
へ
も
多

改
善
セ
ン
タ
ー
の
清
掃
奉
仕
に
汗
慌
庫

3壁
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ののの高政思 つと :



8月 18日のらんじょ浮
世亭は、大画面ビデオシア
ター「世界の光 親鸞聖
人」の第五部を鑑賞しまし

た。親鸞聖人が、京に戻られたあとの関東、念仏無限と激
しく真宗を誹謗する日蓮の出現と、親鸞の長子善鸞の誤っ
た布教活動によって、真宗門徒の中に激しい動揺が起きる
様子や、真の教えを確かめたいと聖人のいる京都に命がけ
の旅をする門徒達の姿が描かれています。真宗が世の中に認められるようになるまでの
苦難の様子がよく分かりました。
午後は恒例の仏説阿弥陀経読誦のあと、蓮如上人のお
文の書写第五回として、御正忌の草の前半を書写しまし

た。  次回は 9潟 電5日  (水 躍国)です
「親鸞塾人」第六部 聖人の生涯を描いた全六 巻の完結
編を上映します。この第六部では未だよく知られていない親
鸞聖人の晩年を、長子との義別、弟子の離反などの悲痛極ま

るシーンを軸にしながら、アニメとは思えない真に追った表 螂 |‐|  |■|1咆 |‐

・
「

撃
・ ∵

現で映し出します。波乱に富んだ人生を選しく生き抜いた親鸞聖人九十年の生涯は、これか

らの高齢化社会において生きる私たちに、人生を生き抜くための大きな示唆を与えてくれま
す。この巻だけご覧になっても聖人の生き様がよくが分かります。日頃浮世亭にお見えでな
い方も、時間があればぜひお出でください。  10時～ 11時半

維孝

愛静

地
′ b
rこ

…覇ん
渡な
の う
地 ま
下 い
水水
全
国
ブ
ラ
ン
ド
:こ

鬱
之
鐘

『特
定
高
齢
響
』

配
慮
欠
く
と
し
て
見
直
し
ヘ

「特
定
高
齢
者
」
？

ど
ん
な
高
齢
者
の
こ
と
で
し
ょ

う
。
こ
の
言
葉
か
ら
は
全
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

実
は
高
齢
者
が
毎
年
受
け
て
い
る
健
診
と
あ
わ
せ
て

実
施
さ
れ
る
生
活
機
能
評
価
で
、
現
在
は
介
護
制
度
の

適
用
は
受
け
て
い
な
い
け
れ
ど
、
要
支
援
及
び
要
介
護

状
態
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
高
齢
者
を
指

の

　

「つ
　

た

の
“
や
る
な
慇
着

波
及
ネ
外
海
●
条

「
神
の
花
」
よ
り

す
言
葉
で
す
。
先
に

「後
期
高
齢
者
」
と
い
う
お
役
所

用
語
が
悪
評
で

「長
寿
」
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
「
今

回
こ
の

「特
定
高
齢
者
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
も

「印
象
が
悪
い
」

「分
か
り
に
く
い
」
な
ど
の
声
が
多

く
、
長
妻
厚
生
労
働
大
臣
が
見
直
し
を
指
示
し
ま
し

た
。代
わ
り
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
の
が

「健
康
づ
く
り

高
齢
者
」

「元
気
向
上
高
齢
者
」
な
ど
。
厚
生
労
働
省

で
は
、
省
内
で
考
え
る
だ
け
で
な
く
市
町
村
に
も
提
案

し
て
も
ら
お
う
と
、
ふ
さ
わ
し
い
名
称
を
考
え
る
よ
う

求
め
る
通
知
を
八
月
六
日
付
で
全
国
の
各
自
治
体
に
出

し
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
特
定
高
齢
者
に
認
定
さ
れ
る
と
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
⌒
庄
東
セ
ン
タ
ー
に
併
設
）
を
窓
ロ

に
、
市
区
町
村
が
実
施
す
る
運
動
機
能
の
向
上
や
閉
じ

こ
も
り
予
防
、
日
腔
機
能
の
向
上
な
ど
各
種
の

「介
護

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

九
月
二
十

一
日
か
ら
十
日
間

今
年
も
秋
の
交
通
安
全
運
動

が
九
月
二
十

一
日
か
ら
十
日
間

に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

今
回

も
高
齢

者
の
交

通
事
故

防
止
が

重
点
目

標
の
第

一

い
ま
す
。
番
目
に
掲
げ
ら
れ
て

具
体
的
に
は

秋
の
交
通
安
全
運
動

○
　
横
断
禁
止
の
道
路
は
渡
ら
な
い
！

横
断
禁
止
場
所
を
渡
る
の
は
危
険
で
す
。
渋
滞
な
ど

で
停
止
中
の
車
両
の
直
前

・
直
後
の
横
断
も
や
め
ま
し

ょ
いつ
。

○
　
自
転
車
で
路
地
か
ら
飛
び
出
さ
な
い
！
　
一
時
停
止

標
識
の
あ
る
場
所
や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
は
、
必

ず
停
止
し
て
左
右
の
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

水
地
パ
ッ
ク
製
法
」
で
作
ら
れ
た
天
然
水
の
ポ
ト
ル
が

静
か
な
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
発
売
開
始
は
意
外

と
早
く

一
九
九
九
年
、
中
国
山
脈
の
大
山
山
麓
で
採
水

し
た
も
の
、
山
梨
県
の
自
州
町

で
採
水
し
た
も
の
と
共
に

「森

の
水
だ
よ
り
」
と
い
う
商
品
名

で
三
種
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
売
り

出
さ
れ
ま
し
た
。

水
源
地
の
森
に
降
っ
た
雨
や

雪
が
大
地
に
浸
透
し
、
天
然
の

地
層
に
ゆ
っ
く
り
と
濾
過
さ
れ

天
然
の
ミ
ネ

ラ
ル
成
分
を

含
ん
だ
お
い

し
さ
が
高
く
評
価
さ
れ
て
、
廣
く
愛

飲
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

√

卜上 波

1日 定例役員会
15日  らんじょ浮世亭
17日 光寿会ペタンク大会
も審遷 轟重遺kタンク大会

☆

九
月
十
七
日
（金
曜
日
）

光
寿
幾
ペ
タ
ン
ク
大
会

☆

十
月
二
十

】
日

（本
）

～
二
十
二
日

（金
）

灘
壽
畿
雛
の

韓
懲
糠
籍


